
沖
縄
県
民
大
集
会
に
９
万
人

２
５
日
、
米
軍
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
を
求
め
る
沖
縄
県
民
大
集
会
に
は
、

９
万
人
を
超
え
る
県
民
が
参
加
し
、
普
天
間
基
地
の
即
時
閉
鎖
・
返
還
を
求
め
、
名

護
市
辺
野
古
や
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
陸
上
部
、
勝
連
半
島
沖
な
ど
へ
の
「
た
ら
い

ま
わ
し
」
に
拒
否
を
突
き
つ
け
ま
し
た
。

世
界
一
危
険
・
国
際
法
違
反

の
普
天
間
基
地

海
兵
隊
の
基
地
で
あ
る
普
天
間
基
地
は
、
住
宅
密
集
地

の
ど
真
ん
中
に
あ
り
、
ヘ
リ
等
が
一
日
数
百
回
に
わ
た
り

住
宅
地
上
空
で
旋
回
訓
練
を
繰
り
返
し
、
爆
音
被
害
と
墜

落
の
危
険
で
市
民
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル

ド
国
防
長
官
（
当
時
）
「
こ
ん
な
危
険
な
基
地
は
即
時
閉

鎖
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
ほ
ど
で
す
。

そ
も
そ
も
普
天
間
基
地
は
、
沖
縄
戦
に
お
い
て
住
民
を

収
容
所
に
入
れ
て
い
た
間
に
、
米
軍
が
一
方
的
に
住
宅
や

畑
、
墓
地
な
ど
を
つ
ぶ
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
占
領

に
お
け
る
住
民
の
財
産
没
収
を
禁
じ
て
い
る
ハ
ー
グ
陸
戦

法
規
に
反
し
て
お
り
、
本
来
、
謝
罪
と
賠
償
の
上
に
無
条
件
で
返
還
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
す
。

海
兵
隊
は
平
和
を
守
る

抑
止
力
で
は
な
い

鳩
山
首
相
は
、
「
海
兵
隊
は
日
本
防
衛
の
抑
止
力
」
な
ど
と

主
張
し
て
い
ま
す
が
、
ワ
イ
バ
ー
ガ
ー
国
防
長
官
（
当
時
）
が

「
沖
縄
の
海
兵
隊
は
、
日
本
の
防
衛
に
当
て
ら
れ
て
い
な
い
」

（
１
９
８
２
年
議
会
証
言
）
と
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
海
兵

隊
は
日
本
の
防
衛
と
無
関
係
で
す
。
海
兵
隊
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争
な
ど
で
ま
っ
先
に
投
入
さ

れ
た
侵
略
の
部
隊
で
す
。
戦
争
を
禁
じ
た
憲
法
９
条
の
立
場
か

ら
い
っ
て
も
、
日
本
へ
の
駐
留
が
許
さ
れ
な
い
部
隊
で
す
。

無
条
件
撤
去
の

対
米
交
渉
を
直
ち
に

米
兵
の
続
発
す
る
凶
悪
犯
罪
、
爆
音
な
ど
の
基
地
被
害
に
戦

後
６
５
年
間
、
沖
縄
県
民
は
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
沖
縄

県
民
は
、
い
ま
島
ぐ
る
み
で
普
天
間
基
地
返
還
、
米
軍
基
地
の

縮
小
を
求
め
て
い
ま
す
。

鳩
山
首
相
は
、
行
き
詰
っ
た
移
転
先
を
探
し
を
断
念
し
、

普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
に
む
け
て
の
対
米
交
渉
に
直

ち
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。
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ではなく を

「基地いらぬ」9万人を超える参加者で埋め尽くされた沖縄県民大会（4月25日）


